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○フィードバック 

・応募アイディアは集約して各制度・施策の担当へ提供する。 

・参考とした状況を、行財政改革本部員会議幹事会等を通じて、年２回全職員へ 

フィードバックする。 

 

（３）「テーマ別事業提案」～自由闊達な意見交換がされる組織づくり～ 

  担当部局と提案者双方が意欲的に制度に参画できるよう、部局が積極的に設定したテー

マに限定し、そのテーマに即した具体的な事業提案を募集する。また、これまでの提案者

と担当部局による１対１の意見交換から、テーマごとに集約した応募提案を多様な立場の

職員によりブラッシュアップする機会へ発展させ、提案の質を高めて事業化につなげる。 

○テーマ設定 

  ・職員のアイディアを活用したい喫緊の課題（春の政策協議での懸案事項等）をテーマ

に設定する。 

○提案のブラッシュアップ 

 ・担当部局（担当課、各部局行革担当等幅広く参加）や提案者とともに、政策創造員や

ジュニアボードといった他の制度を経験した職員も参加する。 

 ・提案を核とした活発な議論が促されるよう運営する。 

 

＜29 年度のスケジュール（案）＞ 

※29 年度は提案をブラッシュアップする手法を試行するため、全庁横断的な 

課題である「県庁の働き方改革」をテーマとする。 

６月上旬 「県庁の働き方改革に関する提言」をブラッシュアップ 

７月～ 事業・具体的取組の検討、実現 

２月～ 実現した事業・具体的取組を、行財政改革本部員会議幹事会等を通じ

て全職員へフィードバック 

 

 


